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主
な
内
容

議
案
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２

一
般
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問 

Ｐ
５

議
会
見
学 

Ｐ
10

も

く

じ

サシバ（撮影場所：市内）

平
成
平
成
2727
年
第
２
回
定
例
会
を

年
第
２
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
）

◎
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

◎
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
で

は
、
人
事
案
件
、
条
例
の
一
部

改
正
、
契
約
案
件
、
財
産
の
取

得
案
件
及
び
平
成
27
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
計
28
案
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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平成27年 8月１日発行　第37号

平成 27年（６月）　第２回定例会　議決一覧表平成27年（６月）　第２回定例会　議決一覧表
議案番号 議　案　名 議案の概要 結　 果

報告第１号
平成26年度つくばみらい市
一般会計繰越明許費繰越計
算書について

翌年度に繰り越した事業費について、繰越明許
費などの繰越計算書を報告するものです。

※繰越明許費とは、事業の性質上、又は予算成立後
の事由により年度内に支出が終わらない見込み
のものについて、予算の限度額を定めることによ
り、翌年度に限り繰り越して使用することができ
る制度のことです。

※事故繰越しとは、年度内に支出負担行為を行い、
避けがたい事故のために年度内に支出が終わら
なかったものを翌年度に繰り越して使用するこ
とです。

報　 告

報告第２号
平成26年度つくばみらい市
国民健康保険特別会計繰越
明許費繰越計算書について

報告第３号
平成26年度つくばみらい市
後期高齢者医療特別会計繰越
明許費繰越計算書について

報告第４号
平成26年度つくばみらい市
介護保険特別会計繰越明許
費繰越計算書について

報告第５号

平成26年度つくばみらい市
農業集落排水事業特別会計
繰越明許費繰越計算書につ
いて

報告第６号
平成26年度つくばみらい市
一般会計事故繰越し繰越計
算書について

報告第７号
平成26年度つくばみらい市
一般会計継続費繰越計算書
について

承認第１号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第１号）

平成26年度つくばみらい市一般会計補正予算
（第11号）について、専決処分をしたので承認
を求めるものです。

原案承認

承認第２号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第２号）

つくばみらい市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例等について、専決処分をしたので
承認を求めるものです。

承認第３号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第３号）

つくばみらい市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について、専決処分
をしたので承認を求めるものです。

承認第４号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第４号）

つくばみらい市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に
ついて、専決処分をしたので承認を求めるものです。

●
第
２
回
定
例
会
●

６
月
３
日
（
水
）
本
会
議

　

開
会

　

会
期
の
決
定

　

請
願
第
２
号
の
委
員
長
報
告
、

　

質
疑
、討
論
、採
決

　

議
案
の
上
程
及
び
説
明

　

人
事
案
件
の
採
決

５
日
（
金
）
本
会
議

　

一
般
質
問　
　

５
人

８
日
（
月
）
本
会
議

　

一
般
質
問　
　

４
人

　

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

専
決
処
分
案
件
の
採
決

　

追
加
議
案
の
上
程
及
び

　

説
明
、
質
疑

　

議
案
の
委
員
会
付
託

11
日
（
木
）
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

12
日
（
金
）
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

15
日
（
月
）
常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

18
日
（
木
）
本
会
議

　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

　

討
論
、
採
決

　

閉
会
中
の
継
続
調
査
、
閉
会

◆◆  

会
期
・
日
程

会
期
・
日
程  

◆◆

※専決処分とは、緊急時で議会を招集する時間がない場合などに、予算や条例などを首長が議会の議決を経ずに自らの権限で
決めること。
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議案番号 議　案　名 議案の概要 結　 果

承認第５号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第５号）

つくばみらい市税条例等の一部を改正する条
例について、専決処分をしたので承認を求める
ものです。

原案承認承認第６号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第６号）

つくばみらい市都市計画税条例の一部を改正
する条例について、専決処分をしたので承認を
求めるものです。

承認第７号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第７号）

つくばみらい市介護保険条例の一部を改正す
る条例について、専決処分をしたので承認を求
めるものです。

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて 当市の人口増により、人権擁護委員定数が４名

から６名に増員されたことに伴い、人権擁護委
員法の規定により意見を求めるものです。

適 任
諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについて

同意第１号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

平成27年６月30日の任期満了に伴い、地方自
治法の規定により同意を求めるものです。

同 意

同意第２号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

同意第３号 固定資産評価審査委員会委
員の選任について

同意第４号 教育委員会委員の任命につ
いて

平成27年６月27日の任期満了に伴い、地方教
育行政の組織及び運営に関する法律の規定に
より同意を求めるものです。

議案第46号
つくばみらい市保健福祉セ
ンター条例の一部を改正す
る条例

健康増進室の使用に減免制度を設けるため、条
例の一部を改正するものです。

原案可決

議案第47号 委託契約の締結について
合併特例債事業である東楢戸台線道路整備事
業の委託契約を茨城県知事と締結するに当た
り、議決を求めるものです。

議案第48号 平成27年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ4,056万９千円を追加し、予
算の総額を208億7,082万４千円とするもので
す。

議案第49号 財産の取得について 伊奈学校給食センターに設置する食缶洗浄機
を取得するに当たり、議決を求めるものです。

議案第50号 財産の取得について
谷和原学校給食センターに設置する食器洗浄
機を取得するに当たり、議決を求めるもので
す。

議案第51号 工事請負契約の締結につい
て

伊奈中学校校舎の耐震補強及び大規模改修工
事請負契約を締結するに当たり、議決を求める
ものです。

議案第52号 工事請負契約の締結につい
て

三島小学校校舎の耐震補強及び大規模改修工
事請負契約を締結するに当たり、議決を求める
ものです。

議案第53号 財産の取得について
合併特例債事業である東楢戸台線道路整備事
業の道路用地を取得するに当たり、議決を求め
るものです。

番　号 請願・陳情名 結 果
請願第３号「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提出を求める請願書 不 採 択

陳情第４号 13回目の地球社会建設決議陳情書 全議員及
び執行部
に配布陳情第５号 陳情書（気象事業の整備拡大を求める意見書）
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諮
問
第
１
号
・
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

当
市
の
人
口
増
に
よ
り
、
人

権
擁
護
委
員
定
数
が
４
名
か

ら
６
名
に
増
員
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
人
権
擁
護
委
員
法
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を

求
め
ら
れ
、
次
の
方
を
適
任
と

認
め
ま
し
た
。

板
橋

　

人ひ

と

み見　

実さ
ね
と
し俊（

新
任
）

上
長
沼

　

大お
お
よ
し好　

三み

ち

こ

智
子（
新
任
）

同
意
第
１
号
・
第
２
号
・
第

３
号

固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
委
員
会
委

員
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

討　

論

討　

論

第
２
回
定
例
会

議
案
第
47
号　

委
託
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　

川
上
文
子
議
員

議
案
第
48
号　

平
成
27
年

度
つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
反
対
討
論
】

　

古
川
よ
し
枝
議
員

議
案
第
53
号　

財
産
の
取

得
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

　

川
上
文
子
議
員

請
願
第
３
号　
「
安
全
保

障
関
連
法
案
」の
廃
案
へ
意

見
提
出
を
求
め
る
請
願
書

【
賛
成
討
論
】

　

古
川
よ
し
枝
議
員

【
反
対
討
論
】

　

染
谷
礼
子
議
員

　

豊
島
葵
議
員

　

新
潟
県
五
泉
市
議
会
の
広

報
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
行
政

視
察
に
訪
れ
、
担
当
す
る
広

報
特
別
委
員
会
で
対
応
し
ま

し
た
。
視
察
で
は
本
市
の
議

会
だ
よ
り
発
行
状
況
や
委
員

会
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
さ
れ
、
今
後
と
も
議
会

広
報
に
つ
い
て
互
い
に
研
鑽

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、次

の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

守
谷
市
み
ず
き
野

　

村む
ら
か
み上　

功い

さ

お夫（
再
任
）

福
岡

　

寺て
ら
わ
き脇　

利と

し

み美（
再
任
）

高
岡

　

富と
み
や
ま山　

利と

し

お夫（
再
任
）

同
意
第
４
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
の
１
人

が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
ら

れ
、次
の
方
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

絹
の
台

　

八や

し

ま島　

秀ひ
で
ひ
と仁　

（
新
任
）

五
泉
市
議
会
広
報
委
員
会
の
皆
さ
ん

　

こ
の
度
、
次
の
議

員
の
方
々
に
全
国
市

議
会
議
長
会
及
び
茨

城
県
市
議
会
議
長
会

よ
り
、
地
方
自
治
の

発
展
と
市
政
の
向
上

振
興
に
貢
献
し
た
功

績
に
対
し
、
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

《
議
員
表
彰
20
年
以
上
》

　
　
　

川
上
文
子

《
議
員
表
彰
10
年
以
上
》

　
　
　

直
井
誠
巳

　
　
　

中
山
栄
一

　
　
　

染
谷
礼
子

　
　
　

高
木
寛
房

《
感
謝
状
》

　
　
　

直
井
誠
巳

○
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
表
彰

《
議
員
表
彰
８
年
以
上
》

　
　
　

川
上
文
子

　
　
　

古
舘
千
恵
子

行
政
視
察

行
政
視
察

永
年
勤
続

永
年
勤
続

議
員
表
彰

議
員
表
彰

人
事
人
事

紹
介
紹
介
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　

質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
９
名　
　

質
問
21
項
目

海老原　弘
議員

小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

●
海
老
原
議
員

　

小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

伺
う
。
適
正
配
置
の
答
申
が
出
た
後
、

地
域
住
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底

す
る
予
定
な
の
か
。
そ
の
際
、
地
域

住
民
か
ら
の
意
見
や
希
望
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
聴
取
す
る
予
定
な

の
か
。
学
校
は
児
童
の
い
る
家
庭
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
文
化
の
中
心
で

あ
り
、
行
政
に
お
い
て
も
中
心
的
な

存
在
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
役
割
を
果

た
し
て
き
た
と
考
え
る
。
そ
の
統
廃

合
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
十
分
な
理

解
を
得
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

●
教
育
部
長

　

地
域
住
民
か
ら
の
意
見
聴
取
に
つ

い
て
は
、
市
義
務
教
育
施
設
適
正
配

置
審
議
会
に
お
い
て
、
昨
年
度
ま
で

７
名
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
委
員
を
委
嘱

し
た
が
、
今
年
度
は
各
地
域
の
保
護

者
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
市
内
全
小

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
会
長
の
併
せ
て
12
名
を
委

嘱
し
た
。
ま
た
、
秋
ご
ろ
に
は
、
地

域
の
意
見
を
聞
く
機
会
と
し
て
、
小

学
校
区
ご
と
に
市
民
説
明
会
を
開
催

し
た
い
。
学
校
規
模
の
適
正
化
や
適

正
配
置
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
市
が

一
方
的
に
進
め
る
も
の
で
は
な
く
、

在
校
生
の
保
護
者
や
就
学
前
の
子
ど

も
た
ち
の
保
護
者
の
声
を
重
視
し
つ

つ
、
地
域
住
民
の
十
分
な
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
の
視
点
を
踏
ま
え
、

丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆　

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
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鐘ケ江　礼生奈
議員

地
方
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て

直井　高宏
議員

生
活
困
窮
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
子
育
て
支

援
策
及
び
多
子
世
帯
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

●
直
井
議
員

　

子
育
て
支
援
策
と
い
う
も
の
は
、

市
の
政
策
の
中
で
、
と
り
わ
け
重
要

な
政
策
と
私
は
認
識
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
支
援
策
の
範
囲
は
、
広

く
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
も
理
解
を
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
等
子
育
て
支
援
策
に
対
す
る
要
望

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
み
ら
い
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の
中
で
、

母
子
家
庭
等
の
生
活
困
窮
世
帯
に
対

し
て
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

●
市
長

　

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
独
自
事
業
と

し
て
、「
父
子
及
び
母
子
家
庭
等
福
祉

金
」
を
支
給
し
、
生
活
困
窮
の
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
子
育
て
を
支
援
し
て

い
る
。
こ
の
４
月
か
ら
は
、「
家
計
相

談
支
援
」
を
開
始
し
て
お
り
、
県
内

で
は
本
市
の
み
が
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
８
月
か
ら
は
、月
１
度
程
度
「
寺

子
屋
」
形
式
で
、
学
習
や
生
活
習
慣

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
学
習
支
援
」

を
予
定
し
て
お
り
、
県
内
で
は
２
市

目
の
取
組
に
な
る
。
さ
ら
に
、
保
育

所
保
育
料
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
寡か

ふ婦
控
除

の
み
な
し
適
用
を
４
月
よ
り
実
施
し

た
。
み
ら
い
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
そ
し
て
支
援
の
幅
が
広
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
マ
ダ
ニ
媒
介
の
感
染
症
「
日
本

紅
斑
熱
」「
重
症
熱
性
血
小
板
減

少
症
候
群
」
の
予
防
に
つ
い
て

●
鐘
ケ
江
議
員

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
策
定
に
向
け
て
、
本
市
も
有
識

者
に
よ
る
創
生
会
議
を
予
定
し
て
い

る
。
学
生
な
ど
未
来
を
担
う
若
者
も

含
め
、
多
様
な
意
見
が
必
要
と
思
う

が
、
創
生
会
議
の
詳
細
を
伺
う
。
近

隣
の
公
共
交
通
と
の
連
携
、
総
合
戦

略
に
類
似
し
た
現
行
事
業
の
見
直
し

や
市
独
自
の
特
徴
あ
る
施
策
、
交
付

金
に
依
存
し
な
い
自
立
性
あ
る
施
策

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら

５
年
間
の
総
合
戦
略
の
実
施
中
に
事

業
計
画
の
効
果
検
証
を
行
い
、
見
直

し
や
改
善
を
柔
軟
に
対
応
で
き
る
の

か
を
伺
う
。

●
市
長
公
室
長

　
「（
仮
称
）つ
く
ば
み
ら
い
市 

ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
有
識
者
会
議
」
と
し

て
、
市
議
会
、
産
業
界
、
行
政
機
関
、

教
育
機
関
、
金
融
機
関
、
労
働
団
体
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
の
ほ
か
、
子
育
て
世

代
な
ど
、
様
々
な
分
野
、
年
代
の
方
々

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
策
定
し
て
い

く
。
な
お
、
６
月
中
に
設
置
し
、
策

定
ま
で
４
回
程
度
の
会
議
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
総
合
戦
略
の
策
定

作
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
庁
内
に

お
い
て
当
市
の
現
状
に
あ
わ
せ
た
施

策
の
洗
い
出
し
作
業
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
総
合
戦
略

の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
を
政
策
分
野
ご

と
に
設
定
し
、
こ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
数
値

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
り
実
施
し
、
状
況
に

適
し
た
対
応
を
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
小
中
学
校
の
体
育
館
ト
イ
レ
や

屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
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染谷　礼子
議員

防
犯
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

坂　　洋
　　　 議員

防
犯
灯
の
電
気
料
に
つ
い
て

●
坂
議
員

　

防
犯
灯
に
か
か
る
電
気
料
は
、
平

成
21
年
度
は
１
，
８
３
７
万
円
程

度
だ
っ
た
が
平
成
25
年
度
で
は
３
，

０
３
７
万
円
と
年
々
増
加
し
て
い

る
、
今
の
防
犯
灯
の
電
気
料
の
契
約

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
切
り
替
え

は
電
気
料
の
削
減
の
ほ
か
に
も
、
長

寿
命
の
た
め
球
切
れ
の
交
換
の
手
間

の
軽
減
や
、
虫
が
寄
っ
て
こ
な
い
、

廃
棄
が
容
易
で
環
境
に
は
優
し
い
な

ど
の
利
点
が
あ
る
。
前
回
の
答
弁
で

は
「
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。」
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
計
画
は
現
在

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

●
総
務
部
長

　

防
犯
灯
の
電
気
料
の
契
約
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で
合

計
５
，０
３
１
基
で
あ
る
。
契
約
に
は
、

定
額
料
金
制
と
従
量
料
金
制
が
あ
り
、

定
額
料
金
制
は
４
，
１
１
６
基
あ
り
、

一
括
前
払
い
に
よ
り
支
払
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
一
括
前
払
い
契
約
の
活
用
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
切
り
換
え
を
進
め
、
電

気
料
金
の
削
減
、
防
犯
対
策
の
推
進

に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
新
設
及
び

老
朽
化
し
た
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
し

て
お
り
、
防
犯
灯
全
体
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
で

３・
８
％
、
25
年
度
で
６・
２
％
、
26

年
度
で
は
８・
５
％
と
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
て
い
る
。
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
内
に
年
次

計
画
を
立
て
進
め
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に
つ

い
て

●
染
谷
議
員

　

予
測
不
能
な
悪
質
な
犯
罪
が
増
加

し
て
い
る
が
、
学
校
内
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
状
況
と
登
下
校
時
の
安
全
確
保

と
し
て
、
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
が

あ
る
が
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
み
ら
い
平
駅
周
辺
に
は
駐
輪

場
や
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
り
、
以
前
か

ら
盗
難
や
い
た
ず
ら
な
ど
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
区
は
公
園

も
増
え
た
た
め
、
安
全
確
保
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
防
犯
カ

メ
ラ
は
事
件
・
事
故
の
解
明
や
犯
罪

の
抑
制
効
果
が
あ
る
。
今
後
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
し
て
は
ど
う

か
。

●
教
育
長

　

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
市
内
全
域
で
１
，

６
８
０
世
帯
に
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
な
お
、
幸
い
こ
れ
ま
で
に
利

用
し
た
児
童
生
徒
は
い
な
い
。
し
か

し
、
み
ら
い
平
地
区
に
は
設
置
さ
れ

て
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
協
力
を
お

願
い
し
て
い
く
。

●
市
長

　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、「
地
域

の
目
」
と
し
て
、
防
犯
対
策
の
強
化

に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
常
総
警
察
署
等
の
関

係
機
関
と
協
議
し
、
設
置
に
向
け
前

向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
高
齢
者
の
通
院
通
所
交
通
費
助

成
事
業
に
つ
い
て
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今川　英明
議員

ご
み
問
題
に
つ
い
て

小田川　浩
議員

戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

●
今
川
議
員

　

資
源
物
（
空
き
缶
や
新
聞
紙
な
ど
）

の
盗
難
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

ま
た
、
資
源
物
は
市
の
大
切
な
財
源

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
警
察
へ

の
パ
ト
ロ
ー
ル
要
請
や
地
域
の
方
に

協
力
を
依
頼
し
、
厳
正
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

　

次
に
、
生
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

は
、
当
然
、
減
量
化
が
で
き
れ
ば
市

の
負
担
も
少
な
く
て
済
む
わ
け
で
あ

る
。
当
市
は
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
に

参
加
し
て
い
る
世
帯
が
少
な
い
。
今

後
の
生
ご
み
の
減
量
化
に
対
す
る
市

の
考
え
を
伺
う
。

●
市
長

　

資
源
物
は
、
家
庭
ご
み
の
収
集
か

ら
生
ま
れ
る
貴
重
な
財
源
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
適
正
に
処
理
が

行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
資

源
物
の
持
ち
去
り
に
つ
い
て
は
、
市

民
か
ら
の
通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
が
、
持
ち
去
り
は
後
を
絶

た
ず
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
今
後

は
、
常
総
広
域
圏
内
の
自
治
体
と
連

携
し
、
持
ち
去
り
者
に
対
す
る
注
意

や
警
告
看
板
の
設
置
を
行
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、
生
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

は
、
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
の
新
た
な

取
組
と
し
て
、
19
カ
所
の
行
政
区
等

の
代
表
者
を
通
じ
て
説
明
し
た
と
こ

ろ
、
新
規
申
込
み
や
参
加
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。
今

後
も
引
き
続
き
市
民
へ
の
周
知
を
図

り
、
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
景
気
回
復
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て

　

☆
学
校
問
題
に
つ
い
て

●
小
田
川
議
員

　
「
先
の
大
戦
に
お
い
て
尊
い
命
を

捧
げ
ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
に
対

し
、
市
議
会
議
員
と
し
て
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。」
さ
て
、
本
年

10
月
に
市
で
は
戦
没
者
追
悼
式
を
行

う
が
、
遺
族
会
の
方
は
高
齢
者
も
多

い
。
式
典
へ
の
交
通
手
段
や
一
般
参

加
者
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

各
地
区
の
忠
霊
塔
を
遺
族
会
の
方
が

守
っ
て
い
る
が
、
地
域
や
地
区
全
体

で
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
戦
争
と
い
う
悲
惨
な
出
来
事
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
更
な
る

活
動
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
市
の
考

え
を
伺
う
。

●
保
健
福
祉
部
長

　

遺
族
会
の
方
の
送
迎
に
つ
い
て

は
、
市
の
行
政
バ
ス
４
台
と
そ
れ
以

外
に
も
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
10

学
校
区
で
の
送
迎
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
追
悼
式
は
世
代
ふ
れ
あ

い
の
館
で
行
う
が
、
一
般
の
方
の

献
花
台
も
別
に
用
意
す
る
考
え
で
あ

る
。

●
市
長

　

市
の
取
組
と
し
て
は
、
遺
族
会
、

学
校
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
児

童
生
徒
へ
戦
争
体
験
の
講
話
や
、
市

内
各
所
に
あ
る
慰
霊
碑
へ
の
献
花

な
ど
の
事
業
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
遺
族
会
に
は
、
今
ま
で

と
変
わ
ら
ず
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
公
立
小
中
学
校
の
教
科
書
採
択

に
つ
い
て
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●
川
上
議
員

　

福
岡
地
区
工
業
用
地
整
備
を
、
民

間
に
よ
る
買
収
型
の
組
合
土
地
区
画

整
理
事
業
（
業
務
代
行
方
式
）
で
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。私
は
「
県
内

の
工
業
用
地
２
，
４
１
１
ha
の
内
、

４
７
・
８
％
が
未
分
譲
と
い
う
の
が

実
態
で
あ
り
、
開
発
を
進
め
る
の
な

ら
組
合
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
べ
き

で
、
市
の
呼
び
込
み
型
優
遇
策
は
と

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
し
て
き

た
。
業
務
代
行

者
が
地
権
者
の

土
地
と
保
留

地
を
買
い
受
け

る
こ
と
を
契
約

に
明
記
す
る
こ

と
。ま
た
、市
の

関
わ
り
は
業
務

代
行
者
の
決
定

ま
で
に
す
べ
き

で
あ
る
。

●
市
長

　

福
岡
地
区
工
業
用
地
整
備
に
つ
い

て
は
、
私
の
２
期
目
の
政
策
と
し
て
、

「
地
域
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
促
進

を
図
る
た
め
、
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
い
う
公
約
」
を
具
体

的
に
進
め
る
事
業
と
し
て
昨
年
６
月

に
公
表
し
て
い
る
。
市
は
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

●
副
市
長

　

地
権
者
の
土
地
と
保
留
地
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
大
部
分
の
地
権
者
の

土
地
を
業
務
代
行
者
が
購
入
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
保
留
地
の
取
り
扱
い

は
勉
強
中
で
あ
り
、
公
募
前
に
は
決

定
し
契
約
に
も
明
記
し
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
防
災
行
政
無
線
情
報
を
各
戸
に

周
知
で
き
る
よ
う
に
対
応
策
を

　

☆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

●
古
川
議
員

　

小
学
校
統
廃
合
パ
タ
ー
ン
案
が
示

さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る
１

学
年
２
ク
ラ
ス
以
上
の
規
模
に
こ
だ

わ
れ
ば
市
街
地
周
辺
校
は
す
べ
て
統

廃
合
の
対
象
に
な
る
。
文
科
省
の
新

た
な
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の

手
引
き
は
い
っ
そ
う
統
廃
合
を
進
め

る
も
の
だ
が
、
一
方
で
地
域
の
事
情

に
よ
り
小
規
模
校
を
存
続
す
る
場

合
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
教
育

を
進
め
る
特
認
校
の
指
定
な
ど
詳
し

く
取
り
上
げ
て
い
る
。
地
域
の
意
向

が
あ
れ
ば
小
規
模
校
存
続
と
い
う
選

択
肢
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
教
育
部
長

　

平
成
25
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
回
答
結
果
で
は
、「
ど
れ
だ
け

小
規
模
に
な
ろ
う
が
、
小
学
校
は
存

続
す
べ
き
だ
」
が
、
市
内
全
体
で

１
５
・
９
％
、
地
域
別
で
は
東
小
学

校
区
が
４
１
・
２
％
と
一
番
高
か
っ

た
。
し
か
し
、
東
小
学
校
区
で
も

「
複
式
学
級
が
生
じ
た
ら
統
合
す
べ

き
」
が
５
８
・
８
％
と
過
半
数
を
超

え
て
い
る
。
な
お
、
市
内
全
体
で
は

８
０
・
７
％
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
１
ク
ラ
ス
当
た
り
の
望
ま

し
い
児
童
の
数
の
質
問
に
は
、
東
小

学
校
区
で
も
、「
１
ク
ラ
ス
20
人
程
度

が
望
ま
し
い
」
が
４
７
・
１
％
と
最
も

多
い
結
果
で
あ
り
、
市
内
全
域
で
は
，

実
に
９
６
・
１
％
に
な
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
や
茨
城
県
の

示
す
指
針
を
考
慮
し
，
今
後
も
平
成

23
年
に
出
さ
れ

た
答
申
に
沿
っ

て
、
適
正
配
置

計
画
を
進
め
て

い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
事
業
に
つ
い
て

　

☆
公
共
施
設
使
用
料
と
使
用
手
続

き
の
簡
素
化
、
減
免
の
拡
充
に

つ
い
て

古川　よし枝
議員

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

川上　文子
議員

福
岡
地
区
工
業
用
地
の
整
備
に
つ
い
て

福
岡
地
区
工
業
用
地
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小小中中学生学生ののみなさんみなさんがが議会議会をを見学 !!見学 !!

　市立谷和原中学校（飯田校長）３年生、市立小張小学校（堀江校長）６年生、市立谷井田小学
校（廣瀬校長）６年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子どもたちに小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、
市民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成 20年度より開始し、市内
小中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

谷和原中学校３年２組　明
みょうじん
神 小

こなつ
夏 さん

市議会傍聴で感じたこと
　私が市議会傍聴を通して感じたことは、
市議会の大切さです。議会では議員さんや
市役所の方がつくばみらい市をよりよい市
にするために話し合っていました。私が聴
いているときにおどろいたことがありまし
た。それは、つくばみらい市だけでなく、
他の県や市で起こったことを取り上げてい
たことです。それは、つくばみらい市をよ
りよい市にしていくという思いがないとで
きないことだと感じました。
　もし、議会がなかったら、今のように安
全に生活することができないと思います。
これからもつくばみらい市がより住みやす
く、安全な市になってほしいです。また、
そのためにできることを探したいです。

谷和原中学校３年１組　石
いしかわ
川 夢

ゆうき
樹 さん

市議会を傍聴して
　先日は市議会を傍聴させていただき、あ
りがとうございました。今回の体験で、市
議会がどのように行われているのかを知る
ことができました。
　市議会は、自分たちは選挙にも行かない
し何を行っているかも分からない、遠い存
在に感じていました。しかし、今回の傍聴
で、議員の方々や市長さんが市のために様々
なことを考えてくださっているという事が
分かりました。
　まだ市制や議会は少し遠い存在ですが、
これからその距離を縮めて、自分の住む市
についてすこしでも多くのことを知れるよ
うにしたいです。

谷和原中学校３年１組のみなさん谷和原中学校３年１組のみなさん

谷和原中学校３年２組のみなさん谷和原中学校３年２組のみなさん
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谷井田小学校６年２組　島
しまくら
倉 みさき さん

市議会見学に行って
　わたしは、ぼう聴に参加する前、「市議会で
はどのようなことを話しているのかな」「わた
したちとはあまり関係がないことを話してい
るのかな」などいろいろなことを考えていま
した。けれど、実際の市議会場の席にすわっ
て聞いてみると、小学校のことや市民のこと、
それにわたしたち児童のことなどを話し合っ
ていました。市議会では、わたしたちがどう
すればもっと幸せな日々をおくれるか、たく
さんの人が一生けん命に話し合ってくださっ
ていることが分かり、とてもうれしかったで
す。ありがとうございます。

谷井田小学校６年１組　佐
さ さ き
々木 里

り さ
紗 さん

初めて体験した市議会のぼう聴
　私は、初めてぼう聴をして知ったことがあ
ります。
　例えば、議員さんや教育長さんの話は録音
されていて、あとで文章に直されます、それ
を議会録といいます。その議会録は、市立図
書館や市のホームページなどで読めることが
わかりました。
　それから、議員さんは、自分が納得するま
で相手に質問していました。議員さんや教育
長さんは相手がよくわかるように詳しく文章
を読みあげていました。
　私は、ぼう聴をしてみて、市長さんや議員
さんは住みよいつくばみらい市にしていくた
めに、市議会を行ってくださっていると思い
ました。ありがとうございました。

小張小学校６年１組　斉
さいとう
藤 香

か の
乃 さん

市議会を見学して
　私は、市議会を見学して、すごいと思った
事が２つあります。
　１つ目は、議員さんや市長さん、部長さん
が、それぞれの意見に対して、しんけんに答
弁していてすごいと思いました。テレビで放
送している国会の議員さんたちも自分の意見
をしっかりもっているので私も学校の話し合
いでは自分の意見をもって参加したいです。
　２つ目は、つくばみらい市をもっとよくし
ようという思いで質問しているので素晴らし
い発言だなと思いました。今日、私が聞いた
質問では、景気回復、生徒指導・遠きょり通学・
学区変更、生ゴミなどの問題でした。
　私も、これから新聞を毎日見て、最近起こっ
ている事件などにもっと注目したいです。

谷井田小学校６年２組のみなさん谷井田小学校６年２組のみなさん

小張小学校６年１組のみなさん小張小学校６年１組のみなさん

谷井田小学校６年１組のみなさん谷井田小学校６年１組のみなさん
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※日程等については変更になる場合があります。なお、会期日程は、
議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定
例会初日の本会議で決定されますので、事前に議会事務局までお
問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
8/16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 9/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

平成27年　第３回定例会

本会議
（開会）

休会

休会休会

休会休会

休会

議案等
調査日

総務常任
委員会

決算特別委員会決算特別委員会議案等
調査日

議事整理日議事整理日 本会議
（閉会）

経済常任
委員会

教育民生
常任
委員会

本会議本会議
（一般質問）（一般質問）

◆ インターネット録画中継配信中 ◆
　つくばみらい市議会では、「市民に身近な、開かれた
議会」を目指し、ホームページより録画
中継の配信を行っています。それぞれの
映像の掲載期間は１年となります。どう
ぞ、ご覧ください。

◎ご意見ご感想をお寄せください◎
「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさ
せていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。

〒300-2492　つくばみらい市加藤237番地
つくばみらい市役所　議会事務局まで
☎：58-2111　℻  ：20-5760
E-mail：gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

　今回の「議会だより」から、読みやすく、わかりやすい議会だより
にするため、内容を少し変えてみました。市民の皆さんに市議会に
興味を持ってもらい、市議会についてもっと知ってもらえるよう、
変えていけるところはどんどん変えて行こうと考えています。
　手に取って最後まで読んでもらい、市議会の活動を知ってもら
える、わかりやすい「議会だより」にするため、まずは小さな最初の
一歩ですが、着実な一歩になるよう議会広報委員会は努力を重ね
てまいります。
　私ども広報特別委員会は、今後、皆さんと同じ目線、視点で、知り
たいことや議会で行われていることを取り上げて発信して行きま
すので、これからの「議会だより」にぜひご期待ください。

記記
編 集集
後後

委員
小田川　浩

議会広報特別委員会
委員長
　中山　栄一
副委員長
　鐘ケ江　礼生奈
委員
　古川　よし枝
　古舘　千恵子
　直井　高宏
　小田川　浩

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎及び谷和原庁舎の
ロビーに設置してあるテレビで、本会議
の様子を生中継しています。どうぞ、ご視聴ください。

◆ 市議会を傍聴しませんか !! ◆
議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することが
できます。
◎傍聴の手続き
傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢をご記入し
ていただくだけで、傍聴席（定員５０人）に入場できます。
なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
つくばみらい市議会は、谷和原庁舎3階です。

■第２回定例会　傍聴者数 ２１１人
（うち小中学生　161人）

◆ 音声による議会だより ◆
　ホームページより音声による議会だよりの配信を行って
います。音声は、ボランティア団体『朗読グループかたくり』
のご協力で音声訳を作成しています。
　また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な方々を対象に、
無料でCDの貸し出しをしています。ぜひ、お聴きください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、市立図書館、議会
事務局でご覧いただけます。なお、最新の会議録の公
開開始は、各定例会終了から概ね３か月後となります。

◆ 掲載写真募集！◆
　　　　　あなたのお持ちの写真を議会だよりの表紙
　　　　　に掲載しませんか？
詳しくは、議会事務局にお問い合わせください。

　　 　
　　　
詳


